
2

はじめに

　この本は次のような人のために書きました。

①やるべきことが多すぎて、何から取り組んでいいのかわからない
②とにかく忙しくて、時間がない
③本当にやるべきことを厳選したい、見極めたい

　日々、教育現場で奔走しているあなたであれば、上記の３つのうち、
１つくらいは思い当たる節があるのではないでしょうか。

　とくに今の時代の教師は、学習指導要領改訂などで、やるべき仕事
やモノがどんどん増えています。しかし、仕事量は増えているのに、
働き方改革の名のもと、残業時間の削減やタイムカードの導入などに
より労働時間は管理され、効率的に働くことが求められています。こ
のような時代には、仕事やモノを「増やす思考」から「減らす思考」
へパラダイムシフトすることが必須になっていきます。
　なぜなら、やるべきことを減らし、厳選することで、本当にやるべ
きこと、または、あなた自身がやりたいことにきちんと時間とエネルギー
を集中させることができるようになるからです。

　本当に成果や結果を残したい、また、子どもたちによい教育を行い
たいのであれば、このような「取捨選択と集中」は必要不可欠である
と私は考えています。
　普段、何気なく浴びている太陽光も、ルーペで光を収束すれば火す
ら起こせるのと同じように、時間とエネルギーを集中することで、こ
れまで以上の教育効果を得ることは可能です。
　手前味噌で恐縮ですが、このように「絶対やらないこと」を決めた
結果、私は今、本業では子どもたちや保護者から信頼されつつ、こうやっ
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て本を書くことができているのです。
　といっても、凡人の私がすべてのことを100％全力でやろうとしてい
たら、あっという間に燃え尽きていることでしょう。
　実際、私は一度教師を辞めています。当時私はすべてのことを全力
でやろうと必死になり、自ら人生の袋小路に迷い込みました。その結果、
鬱状態にまで陥り、退職しました。退職後飲食店や塾などのサービス
業を経て、もう一度教師になることを志し、現職に至ります。

　そのような経験の中で、効率的な仕事のやり方、子どもや保護者へ
の対応で外してはいけないポイント、自分を成長させる方法などを、
まさに体当たりで学んできました。
　誤解を恐れずにいえば、教育現場では教えられないことを頭と体に
叩き込んで、再び教壇に立ったといっても過言ではありません。
　私のこれまでの学びや、身につけてきたスキルを凝縮したのが本書
というわけです。本書を読むと、次のような効用が期待できます。

①仕事の優先順位のつけ方が明確になる
②無駄を減らして、時間を生み出すことができる
③仕事やモノを減らすことに心理的な抵抗がなくなる

　十数年前、教師を辞める前の自分にどんなことを伝えたら、仕事に
対する悩みやプレッシャーが軽減されただろうかと考えながら、この
本を書きました。そうしたのは、同じような悩みを持っている先生が
ほかにもいると考えたからです。
　本書がきっかけとなり、あなたが充実した教員人生を送るための一
助となれば、著者として、これ以上嬉しいことはありません。そのた
めの一歩を、今この瞬間から踏み出してみてください。

平成30年９月吉日　　　　　

栗田 正行
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　序章では仕事を効率的にさばくための、５つの「やらない」習慣の
原則について紹介していきます。まず、原則その１は「残らない・残
さない」です。
　放課後の職員室、自分以外の先生方が夜遅くまで仕事をしている中、
自分だけ「お先に失礼します」と言って退勤する勇気が持てない……。
　これは初任時代の私の実体験です。もし、あなたも同じような経験
をしたことがある、あるいはまさに今、そのような状況であるのであ
れば、はっきりいっておきます。あなたが定時で退勤したとしても、
誰からも恨まれることはありません。

　なぜなら、あなたは誰かに迷惑をかけているわけでもないですし、
いちいち他の先生の退勤時間を気にしているほど、みんな暇ではない
からです（もし何かを言ってくる先生がいた場合、「この先生は暇なん
だなぁ」と私は心の中で思うようにしています……失礼！）。

　長時間労働しないことがもたらすメリットは数多くあります。まず
は「お先に失礼します」と言える勇気を持ちましょう。
　ただし、これはあくまであなた自身が仕事を滞りなく行っていると

 「定時退勤」しても誰も気にしていない!?

 「お先に失礼します」と言える勇気を持とう

やらない習慣 原則1

残らない・残さない01



9序章　子どもと向き合う時間を生み出す !　やらない習慣　５つの原則

いうことが前提です。やるべきことが終わっていない、あるいは、誰
かが待っている仕事を放っておいて帰るというのはもってのほかです。

　あなたが職員室に夜遅くまで残らないことでもたらされる、３つの
メリットをお伝えしておきます。

 「残らない」ことがもたらす、3 つのメリット

メリット その１  タイムプレッシャー効果が生まれる
　仕事が遅くなる原因の１つに「タイムリミットがない」というこ
とがあります。もし、あなたが今日は定時に退勤すると決心すると、
「定時」という名のタイムリミットが生まれます。
　あなたは、そのタイムリミットを守るためになんとか仕事が終わ
るよう、段取りを考えたり、工夫をしたりするのではないでしょうか。
　これが仕事の効率化につながるのです。

メリット その2  疲れが残らない
　当たり前のことですが、深夜まで働き早朝から出勤していれば、
疲れが蓄積していきます。あなたが子どもや保護者のために頑張っ
ていることを否定はしません。しかし、一番周囲に迷惑をかけるの
は、あなた自身が過労で倒れてしまうことです。
　自分を大切にすることも仕事のうち。ぜひ意識してください。

メリット その3  プライベートも大切にできるようになる
　あなたは先生であると同時に、１人の人間です。仕事だけでなく、
プライベートでは、家族やパートナー、友人がいて、自分自身がや
りたいこともあるはずです。過去においては、それらを犠牲にして
仕事に没頭することが美談として語られていた時代がありましたが、
今は違います。
　仕事以外のことも大切にすると、人としての幅も広がるのです。
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　いきなりですが、あなたは甘くて美味しいトマトの育て方を知って
いますか。トマトを甘くするためにはいろいろな条件があるのですが、
そのうちの１つに「水をあげすぎない」ということがあります。
　これと同じような考え方を、子どもたちを育てるときにも活かすこ
とができるのではないでしょうか。

　どういうことかというと、「先生であるあなたが情報や知恵を与えす
ぎると、子どもたちは自分たちで考えなくなってしまう」のです。逆に、
先生があまり教えすぎなければ、子どもたちは自分たちで調べ、考え
るようになるということです。
　熱心な先生は何でも与えることが仕事であると考えてしまいがちです。
しかし、教えすぎないことは、子どもたちの自主性や成長する力を育
てるということを頭の片隅においておきましょう。

　その上で、「やらない」習慣の原則その２は「教えない」です。アク
ティブ・ラーニングにおいては、これまでと違った学びのかたちを模
索していく必要があります。
　新学習指導要領の中に「主体的・対話的で深い学び」というキーワー

 教育の秘訣は「甘いトマトの育て方」と同じ

 「先生は教える者」という古い認識を捨てる

やらない習慣 原則2

教えない02
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ドが掲げられたことからもわかるとおり、従来の先生主導の教え込む
指導は今の時代に合わないものとなりつつあります。
　もちろん、これまでの授業スタイルに意味がないというわけではあ
りません。なぜなら、これまでの授業スタイルで教育を受けてきたあ
なたが、今こうやって熱心な先生になっているからです。

　改めて強調しておきたいのは、すべてを「教えない」という認識を持つ、
あるいは、あなた自身が意識改革を行うということです。
　「教えない」で子どもたちにどうやって授業をするのか。この疑問に
対する答えは……、おわかりですね。子どもたち自身に考えさせる・
気づかせるのです。
　そのためのファシリテーター的な役割こそが今の先生に求められて
いる能力である、というのが私の考えです。

　先生として責任感が強く、「教える体質」が抜けないあなた（失礼！）
には、とっておきのフレーズをお伝えしておきます。

　「○○○について教えてくれる？」

　これはあなた自身が教える側から教えてもらう側にスイッチするこ
とを意味しています。あなたが子どもたちの話を聞く姿勢になることで、
子どもたちは自発的に学ぶようになります。
　その場では、子どもたちの答えが合っているかどうかよりも、子ど
もたち自身で考えられているかどうかを見守ってあげてくださいね。

 「教える」から「教えてもらう」へ
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　「やらない」習慣の原則その３、それは「叱らない」です。
　ここでいう「叱らない」とは、ただ単に子どもに甘くするというわ
けではありません。子どもの成長のために、時と場合によっては叱ら
ないほうがよいときがあるということです。
　学校生活の中で、子どもたちが間違いを犯したときのあなたの対応
次第で、子どもの反応は大きく変わります。
　たとえば、ある子どもが授業で必要な教材を忘れてきたとしましょう。
次の２人の先生では、どちらが子どもを伸ばすことができるでしょうか。

A先生：あれだけ言ったのに、なぜ忘れたの？（と叱る）
B先生：どうしたら忘れないと思う？（と聞く）

　Ａ先生のように叱ると、子どもは先生に怒られないような理由・言
い訳を考えます。Ｂ先生のように聞くと、自分がこれから何をすべき
かを考えるようになります。
　少々極端な例ではありますが、実際にこれと同じようなことが教育
現場では日々起きています。熱心なあなたには、叱ることがすべてで
はないということからスタートしていただきたいと思います。

 叱ることがすべてではない

やらない習慣 原則3

叱らない03
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　とはいえ、学校生活の中では、どうしても叱らなくてはいけない場
面があることも事実です。
　そんなときに覚えておきたいのが、感情のままに「叱らない」とい
う大原則です。理由は簡単で、人は怒りで我を忘れると、思わぬ一言
が口から飛び出すことがあるからです。
　もし、そんな一言によって子どもたちの心を傷つけてしまったとし
たら……。せっかくそれまで築いてきた信頼関係が、砂上の楼閣のよ
うに崩れ落ちてしまいます。そんなことにならないためにも、感情の
ままに叱ることだけは避けなくてはいけません。

　詳しくは後述しますが、叱るときのポイントは下記の３つです。
　ただし、例外はあります。相手の体や心を傷つけたり、人間として
の尊厳を踏みにじったりするようなことがあったときには、これらの
ポイントを無視して叱ることも重要であることを付け加えておきます。

 「叱り方」を身につける

ポイント その１  「行動」を叱る
　間違いを犯してしまった子どもの人格を叱るのではなく、あくま
で行動を叱るようにします。

ポイント その2  「ウルトラマン」になって叱る
　叱る時間が長ければ長いほど、逆効果です。
　ウルトラマンの戦いのように、限られた時間で勝負は決まります。

ポイント その3  叱った後にすぐ「切り替え」をする
　叱ったことについて、いつまでも引きずることは百害あって一利
なし。プロの教師として気持ちの切り替えをしていきましょう。
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